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コムギの諸形質と気象条件との関係
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1　は　じ　め　に

北東北地域の代表的コムギ品種であるナンブコムギ・ハ

チマンコムギ・キタカミコムギの3品種について・諸形質

の年次変動，諸形質相互の関係並びにこれらの品種間差異

について検討したので報告すろ。

2　引　用　資　料

東北農業試験場栽培第二部作物第1研究室で行っている

コムギ生産力検定試験の中から，昭和44年～55年までの12

か年のデータについて検討した。

3　結果及び考察

諸形質について，12か年の平均値，標準偏差及び変動係

数等を表1に示した。

子実重ではハチマンコムギが388才で3品種の中で最も

大きく，ナンブコムギ，キタカミコムギはそれぞれ373・

－77－

372才で毒はみられなかった。

変動係数の最も大きい形質は槙数であり，次いで子実重・

一棟粒数，千粒垂．梓長の頓で稜長が最も′トさかった。ま

た，これを品種別にみろと，各形質を通じてナンブコムギ

の変動係数が最も小さく，ハチマンコムギ・キタカミコム

ギの頓に大きくなった。

更に．話形質問の関係をみるため，その相関係数を表2

に示した。

3品種共に梓長と椋数との間に有意な相関関係がみられ・

梓長が長くなるような年は穂数も多くなろことが推察され

た。このことは農林61号による成績l）とも一致した。また・

揺数と子実重との関係では．キタカミコムギのみ有意な相

関がみられ，他の2品種では有意な相関が認められなかっ

た。しかし，この培数と子実重との間には図1に示したよ

うに曲線関係がみられ，重相関係数は高い値が得られ有意

性も認められた。すなわち．3品種とも棟数が500本前後

で子実重が最大となり，それ以上になると逆に子実重は減

表1諸形質の平均値．標準偏差，変動係数（昭和44～55年）

　　　 形 質

項 目　 品 種

梓　 長 穂　 長 穂　 数 一 揺 粒 致 千 粒 重 子 実 重 出 穂 期 成 熟 期 豊 熟 日 数

（e允） （e 仇） （本 ／読 ） （拉 ）

2 4 ．6

（タ ）

40 ．2

（才／撼） （月　 日 ） （月　 日 ） （日）

3 73 5 ．2 5 7 ． 7

平　　 均

ナ ン ブ コ ム ギ 10 0 ．4 10 ．3 38 9 4 5

4 8ハ チ マ ン コ ム ギ

キ タ カ ミ コ ム ギ

9 1 ．3 9 ．9 3 60 3 0 ．2 39 ．5 3 8 8 5 ．27 7 ．12

9 8 ．8 9 ．8 3 3 2 4 7 ．3 3 5 ．7

4 ．6

3 7 2

8 0 ．9

5 ．30

3 ，2

3 ．7

7 ．15

3 ．6

3 ．1

4 7

標 準 偏 差

ナ ン ブ コ ム ギ 6 ．4 0 4 2 1 15 3 ．0 1．8

3 ．2ハ チ マ ン コ ム ギ

、 ム ■

7 ．5

10 5

0 ．4 1 16 2 7 ．7 5 ．1 10 1．6

0 ．60 17 1

2 9．7

9 ．9

12 ．3

6 ．5 1 5 2．7 4 ．0 3．4 2．1

キ　 カ く コ　 ギ 1 1．5 2 1 ．7 4 ．0

6 ．6
変 動 係 数

ナ ン ブ コ ム ギ 6 ．3 4 ．1

ハ チ マ ン コ ム ギ

キ タ カ ミ コ ム ギ

8 ．3

10 ．6

4 ．1 45 ．0 25 ．4 1 2 ．9 2 6 ．2

6 ．3 5 1 ．5 28 ．6 18 ．3 4 1．1

5　 3 1 7 16

4 ．5

4 7

5 5
最 大 値

ナ ン ブ コ ム ギ

ハ チ マ ン コ ム ギ

キ タ カ ミコ ム ギ

10 7

10 5

1 12

10 ．7

10 ．7

6 3 7

6 3 3

2 9 ．2

4 5 ．5

4 7 ．8

4 6 ．2

53 7

5 5 1

6 ． 5 7 ．2 0

10 ．6 60 6 6 0 ．3 42 ．9

3 1．7

58 2

2 60

2 2 3

6 ． 9

5 ．19

5 ．2 1

7 ．23 5 1

4 1

最 小 値

ナ ン ブ コ ム ギ 8 8 9 ．4 2 4 6 18 ．7 7 ． 3

7 ． 9

4 4
ハ チ マ ン コ ム ギ　‾コ ム ギ 8 2

8 7

9 ．3 13 7 19 ．6 3 1 ．2

8 ．7

1．3

17

39 1

2 2 ．4 2 4 ，4 25 5 ．2 （l 7 ．12 4 4

キ タ カ ミ 10 ．5 16 ．1 2 7 7

3 2 8

1 2

1 5

1 3

1 1

6

1 1
範　　 囲

ナ ン ブ コ ム ギ 17

ハ チ マ ン コ ム ギ 2 3 L 4 4 9 6 2 5 ．9 1 5．5

キ タ カ ミ コ ム ギ 25 1．9 58 9 3 7 ．9 18 ．5 5 5 7 14 1 1 7
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蓑2　形質間の相関係数

形　　 質 機　　 長 棟　　 数 一 徳 拉 致 千　 粒　 重 子 実 垂

梓　　 長

0 ．5 58 0 ．6 3 5 ＊ － 0 ．3 5 2 － 0 ．3 1 8 0 ．5 1 9

0 ．13 0 0 ．8 7 1 ＊＊ － 0 ．6 9 7 ＊ － 0 ．4 90 0 ．4 6 4

0 ．13 0 0 ．8 8 1 ＊＊ － 0 ．7 2 6 ＊ － 0 ．20 0 0 ，7 3 8 ＊

穂　　 長

0 ．4 4 1 － 0 ．4 5 2 － 0 ．6 2 2 ＊ － 0 ．0 10

－ 0 ．18 7 0 ．2 3 6 － 0 ．0 7 2 － 0 ．10 2

－ 0 ．0 1 1 0 ．2 9 7 － 0 ．4 4 7 － 0 ．1 18

棟　　 数

－ 0 ．4 8 9

－ 0 ．8 5 8 ＊＊

－ 0 ．8 8 2 ＊＊

0 ．7 18 ＊

0 ．46 3

0 ．1 1 7

0 ．5 8 0

0 ．5 4 9

0 ．7 4 8 ＊

一 機 粒 数

0 ．5 76

0 ．30 5

－ 0 ，3 73

0 ．2 9 0

－ 0 ．3 7 6

－ 0 ．7 4 5 ＊

千 校 重

－ 0 ．0 0 1

0 ．3 6 6

0 ．6 7 9 ＊

注．各欄の数字は上からナンブコムギ，ハチマンコムギ，キタカミコムギ

＊，＊＊は5％，1％で有意

200　　400　600

〆ヽ
ハチマンコムギ

200　400　　600　　　　　200　400　600

稔　　　　　数　　（本／d）

図1棟数と子実重との関係

少した。この減少年次は昭和53年及び舅年であり，両年と

も倒伏により減収している。ハチマンコムギ及びキタカミ

コムギでは，一種拉致は梓長及び棟数とそれぞれマイナス

の相関関係にあることも認められた。

また，収量構成要素である穂数．一穂拉致及び千拉重の

子実重に対する寄与率を表3に示したが各品種とも，棟数

が寄与率の約勤％を占め，一徳粒数と千校重とは約お％ず

つを分け合った。

蓑3　子実重に対する収量構成要素の寄与率

品 種

形 質

ナ　 ン　 プ ハ チ マ ン キ タ カ ミ

コ　 ム　 ギ コ　 ム　 ギ コ　 ム　 ギ

b ／ ％ b ／ ％ b ′ ％

棟　　 数 1．286 52 1．531 50 1．11 1 47

一 棟 拉 致 0．582 24 0．673 22 0 ．5 13 22

千 粒 重 0．587 24 0．871 28 0 ．747 3 1

注．b／：標準偏回帰係数

％：b′の合計を100とした百分率

4　　ま　　と　　め

コムギ生産力検定試験の12か年のデータを使用して．諸

形質の変動及び相関関係を検討した。

変動係数の大きかった形質は，棟数次いで子実重，一棒

拉致で穂長は最も小さかった。この傾向を品種別にみると，

各形質を通じてキタカミコムギの変動係数が最も大きくノ、

チマンコムギ，ナンブコムギの喉に小さくなった。また，

揺数と梓長，棟数と子実重の間にはそれぞれ密接な相関関

係のあることが認められた。

子実重に対する収量構成要素の寄与率は抵数が勤％を占

め，残りの測％を一徳粒数と千粒重とが等分していること

が明らかになった。
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